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中⼩企業がデータに基づいた
分析を可能にするために必要なもの

株式会社 EBILAB/有限会社ゑびや
代表取締役
⼩⽥島 春樹
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なぜ⽣産性向上・働き⽅改⾰が必要なのかご提⾔

その１︓様々なデータのオープン化（API化）
（データを公開APIとしている機器のみ補助⾦対象）

その2︓既存従業員への再教育⽀援
（プログラミングやマーケティング/⼤学院員など）

その3︓テレワーク等の環境構築⽀援
（常時接続テレビ会議、データ可視化ツール、コミュニケーションツール）



その１︓様々なデータのオープン化（API化）
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ある機器のデータなどを外部の他のプログラムから呼び出す仕組み
Application Programming Interface



技術の進歩は早すぎる為、新しい技術や⼿法は０ベースから覚えることができる。

その2︓既存従業員への再教育⽀援

現場の店⻑からデータベースエンジニアへ
学習期間累計3000時間くらい

2016年１１⽉⼊社店⻑ 2019年１1⽉ CIO DBエンジニア



技術の進歩は早すぎる為、新しい技術や⼿法は０ベースから覚えることができる。

その2︓既存従業員への再教育⽀援②

データマーケター/講演⽉１本/分析ページ構築

2016年４⽉⼊社ホールスタッフ
2019年１1⽉ カスタマーサクセス
プレゼンテーター/BIエンジニア



その3︓テレワーク等の環境構築⽀援

地⽅の中⼩企業で特殊⼈材を
採⽤するのは不可能︕

優秀な⼈材がいる場所で採⽤し
雇⽤する仕組みが必須

映像

コミュニーケーションツール

データ

東京 宮崎

伊勢 沖縄

沖縄
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なぜ⽣産性向上・働き⽅改⾰が必要なのか

ゑびや/EBILABの
説明とデータ活⽤の取り組み

結果について



伊勢神宮の参道で明治創業百数⼗年続く⽼舗店舗運営/商品開発/システム開発

データ収集に適切な機器＆ツール選定 様々データを⾃動で収集分析をする仕組み

弊社ゑびや/EBILABの事業概要



2019

約　　５億円 
（坪売上３３３万円）

３業種 
（飲食/小売/テクアウト）

約　2千万円

約   4千万円

2業種 
（EC/卸売/）

１業種 
（システム開発/販売/講演）

40名 
（一人あたり売上1400万） 

＋ 
外部パートナー 

4名（分析/開発/エバ）

速報

店舗増やさずともやり⽅次第でまだまだ伸びいることを証明

様々なアクションとその効果測定を適切に⾏った結果



伊勢神宮の参拝客数は減少してるが成⻑曲線を描けている。

マーケットが縮⼩していく中でも健闘中



儲けている企業が⾏っていることの好循環



収益性を⾼めることによって安定的な雇⽤を確保している。

属⼈的な店舗経営からデータ経営への変化で変わる従業員満⾜度



他業種と⽐較しても圧倒的な従業員満⾜度。

属⼈的な店舗経営からデータ経営への変化で変わる従業員満⾜度
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なぜ⽣産性向上・働き⽅改⾰が必要なのか

⽇本の外⾷産業は
未曾有の「負のスパイラル」に



儲かり難い原価構造だが参⼊者多い 労働集約型・低い⽣産性・低賃⾦

課題意識➜儲かり難い➜⾼い給料払えない➜儲からない➜⼟⽇休めない➜⼈が定着しない

飲⾷サービス業の実情
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なぜ⽣産性向上・働き⽅改⾰が必要なのか
・⾼齢化率の上昇⇒定年延⻑や再雇⽤（⼈⽣100年時代）
・⽣産年齢⼈⼝の減少⇒働ける⼈がそもそも減る
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減益化していく中で企業が⾏うべきこと

⽣産性 ＝
売上総利益（粗利）

従業員数

付加価値向上
新規ビジネスモデル開発

効率性向上

付加価値向上

・商品・サービスの向上を図り、既
存店のお客様の付加価値向上を
実現し、顧客満⾜度を下げずに
値上げをする

新規ビジネスモデル開発

・成⻑率が⾼い市場に参⼊し、⾼
収益なビジネスモデルの開発を⾏
う

効率性向上

・サービスの提供と商品の同時性
に留意し、顧客満⾜度に影響を
与えない形で従業員数の圧縮を
⾏う＝働き⽅改⾰
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減益化していく中で企業が⾏うべきこと

⽣産性 ＝
売上総利益（粗利）

従業員数

付加価値向上
新規ビジネスモデル開発

効率性向上

付加価値向上

・商品・サービスの向上を図り、既
存店のお客様の付加価値向上を
実現し、顧客満⾜度を下げずに
値上げをする

新規ビジネスモデル開発

・成⻑率が⾼い市場に参⼊し、⾼
収益なビジネスモデルの開発を⾏
う

効率性向上

・サービスの提供と商品の同時性
に留意し、顧客満⾜度に影響を
与えない形で従業員数の圧縮を
⾏う＝働き⽅改⾰

⽇々のアクションが
どのように企業へマーケットへ

効果があったか測定する必要がある。

測定する基準がデータです。
データを収集するツールがAI/IoTです。
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なぜ⽣産性向上・働き⽅改⾰が必要なのか

データ経営の阻害要因



無駄な仕事の削減 ⾏動をする指針

データがあっても既存システムデータを抜けない仕組み、売上を生まない作業が仕事としている。

⽇本の企業のデータロックと仕事をした気になる事務作業



新しい概念/変化に対応できない「人」が阻害要因

遅すぎる事業継承と過去の成功要因に囚われた⼤⼈たち
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なぜ⽣産性向上・働き⽅改⾰が必要なのか

データ経営を根付かせる為に



価値を⽣まないことが仕事化している。

データを作ること、分析することが属⼈化している。





来客予測 口コミ分析 スタッフES アンケート分析

店舗POS分析TouchPointBI WE B解析 入店購買率

2… 2… 2… 2… 2… 2…
2… 2… 2… 2… 2… 2…

100,000 100,000 100,000

$100,000.00

経営者で数字が嫌いな⼈はいない、作業が⾯倒くさい。

データは作るものでない、直感的に⾒るものである。



すべてのインターネットは
スマホに置き換わった。

直感的で簡単だったから

スマートフォンがなぜ世界中で普及したかのか︖



データは⾒易さ、可愛さ、簡単さが必要

データは作るものでない、直感的に⾒るものである。
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なぜ⽣産性向上・働き⽅改⾰が必要なのか

勘と経験と度胸に経営から
データによる根拠に基づく経営へ
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経営者の考え方を変える！

減退する市場の戦い方を考える！

社員能力を開花させ

エンパワーメントする！




